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漁況情報・浜の話題 

神奈川県水産技術センター  

企画資源部  046-882-2489 

相模湾試験場 0465-23-8531 

●漁 況 情 報  

○ ３月11日、相模湾のしらす船びき網漁が解禁されました。まだ漁模様が安定していないので、各浜

の直売所にお問い合わせの上、相模湾の春の味覚「湘南しらす」をお買い求め下さい。 

●浜 の 話 題  

○ ２月18日、中国有数の漁業都市である浙江省舟山市から舟山市海洋漁業局の劉副局長他５名が、県

水産技術センターと県栽培漁業協会に来訪しました。一行は資源管理や栽培漁業、人工魚礁、遊漁等に

ついて職員と意見交換を行いました。その後、県水産技術センター相模湾試験場に移動し、回流水槽に

よる定置網の模型実験や、小田原漁港の定置網船や遊漁船を熱心に視察していました。 

 
劉副局長（右）から記念品を授与される県水産技術センター利波所長（左） 

○ ３月３日、藤沢市の片瀬漁港で「みなと春まつり」が開催されました。江の島片瀬漁協は朝どれのア

ジやサバ、イカなどを直売し、藤沢市漁協はかながわブランドの「湘南しらす」のかき揚げそばや「湘

南はまぐり」の販売を行いました。魚のさばき方教室なども開かれ、約6０００人の来場者が藤沢の海

の幸を楽しみました。 

○ ３月５日と12日、県水産課と県水産技術センターは、漁業に就業を希望する方（５日６名、12日

３名）を対象とした漁業体験研修を実施しました。長井町漁協所属の宮川さん（房竹丸）が講師を務め、

研修生に刺網やタコつぼ漁、養殖ワカメの収穫・加工作業を体験してもらいました。刺網体験では7

㎏もあるキアンコウがかかり、研修生から驚きの声が上がっていました。宮川さん自身も他業種から漁

業に新規参入し、定置網従業員を経て独立した経歴を持つため、体験後の座学も研修生の参考になった

ようです。 

  
刺網体験の様子。ヒラメや大きなキアンコウが漁獲されました。 



  
タコつぼ漁体験の様子          ワカメ収穫体験の様子 

○ ３月６日、小田原市漁協刺網部会は総会を開催し、平成30年度事業報告と平成31年度事業計画を

承認しました。平成31年度事業計画では、磯根漁場保全対策を新規事業として実施することとなりま

した。昨年実施したガンガゼ駆除に加え、刺網によるアイゴ駆除試験やカジメ場造成試験なども新たに

取り組むこととなりました。 

○ ３月７日、県しらす船曳網漁業連絡協議会は鎌倉漁協で漁期前研修会を開催しました。当日は、県水

産技術センター職員から「春しらす漁の漁況予測」について、東京国税局の国税実査官から「消費税の

軽減税率制度」について説明がありました。会員は各議題について質問をして、今後の漁や経営にかか

わる情報を積極的に取り入れていました。 

○ ３月７日と８日、県水産課と県水産技術センターは平塚市の平塚漁港で漁業体験研修を開催しました。

これは漁業就業希望者を対象とした研修で、研修生は平塚市漁協所属の磯崎指導漁業士（川長三晃丸）

から大型定置網漁業の船上の作業や港での魚の仕分け、出荷作業について説明を受けました。その後、

研修生は網の補修作業を見学しながら積極的な質問を行い、定置網漁業についての理解を深めていまし

た。 

○ ３月 12 日、箱根町の河鹿荘で相模地区漁業協同組合連絡協議会による新春研修会が開催されました。

当日は相模地区の漁業協同組合関係者や県行政、県漁連、県栽培漁業協会など計 43 名が出席しました。

研修会では東京国税局から「消費税の軽減税率制度について」、県水産課から「かながわの漁業制度資

金の利用促進について」、相模湾試験場から「相模湾におけるハマグリ調査について」など計8題の

話題提供がありました。 

○ ３月14日、みうら漁協南下浦支所（金田湾地区）所属の田村さん（菊丸）と岩野さん（丸金丸）が

今年初めてのワカメの種付け作業を行いました。海水を張った陸上水槽にワカメのメカブを入れて遊走

子（ワカメの種のようなもの）を放出させ、種枠（塩ビパイプの枠に種糸を巻いたもの）を沈めて種糸

に遊走子を定着させました。種付けが終わった種枠は、育成小屋の水槽に移し、秋までの半年間、維持

管理を行っていきます。漁業者たちはみな、来シーズンのワカメの豊漁を期待していました。 

  
ワカメ種付け作業の様子 



○ ３月14日、小田原市漁協青年部会は県水産技術センターと横須賀市大楠漁協を視察しました。青年

部では平成31年度に新規事業として蓄養によるウニの有効活用に取り組むこととなっており、水産技

術センターでは飼育技術や施設準備の説明を、横須賀市大楠漁協では昨年の取組と今年の準備や注意点

等について説明を受けました。視察で得た情報を基に、来年度のウニ蓄養事業について取り組んでいき

ます。 

 
水産技術センターでの視察の様子 

○ ３月中旬、長井町漁協所属の宮川さん（房竹丸）が、刺網で漁獲するマダイの話を中心に、他業種か

ら参入して夫婦で漁業や地魚の加工直売を行う取組みを交えながら、テレビ朝日から取材を受けました。

当日の様子は、4月13日（土曜日）9時30分からテレビ朝日『食彩の王国』で放映予定です。 

「食彩の王国」ホームページ https://www.tv-asahi.co.jp/syokusai/ 

 


